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令和５年度（2023年度）宮崎大学総合型選抜学生募集要項の発表について 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 また、平素から本学の入学試験の実施について、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

  さて、本日は総合型選抜募集要項を発表いたしますので、報道等のご協力を賜りますよう

お願いいたします。 

なお、インターネット出願を導入しており、冊子の募集要項は作成しておりませんので、

本学ホームページ上（https://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/recommen/sogo.html）

でご確認くださいますよう、併せてお願いいたします。 

 

 敬 具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 

本件問い合わせ先 

 宮崎大学学生支援部入試課 

  電話：０９８５（５８）７１３８ 

https://www.miyazaki-u.ac.jp/exam/department-exam/recommen/sogo.html


頁 事項 令和５年度（2023年度） 昨年度：令和４年度（2022年度）

- 農学部 海洋生物環境学科 総合型選抜を新たに実施する（募集人員２名）

応用物質化学
・筆記試験（６０分）
　数学を課し、数学Ⅰ及び数学Ⅱを出題範囲とします。
・小論文（６０分）
　当日提示する課題について800字以内で論述させます。
・個人面接（１人当たり２０分程度）（口頭試問を含む）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　口頭試問では、化学及び英語について問います。
　面接では、自己推薦書、調査書、活動報告書及び小論文の
内容を基に質問します。

・小論文（６０分）
　当日提示する課題について800字以内で論述させます。
・個人面接（１人当たり２０分程度）（口頭試問を含む）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　口頭試問では、化学及び英語について問います。
　面接では、自己推薦書、調査書、活動報告書及び小論文の
内容を基に質問します。

電気電子工学
・筆記試験（６０分）
　数学を課し、数学Ⅰ及び数学Ⅱを出題範囲とします。
・小論文（６０分）
　当日提示する課題について800字以内で論述させます。
・個人面接（１人当たり１５分～２０分程度）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。

・小論文（６０分）
　当日提示する課題について800字以内で論述させます。
・個人面接（１人当たり１５分～２０分程度）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。

機械知能工学
・筆記試験（６０分）
　数学を課し、数学Ⅰ及び数学Ⅱを出題範囲とします。
・個人面接（１人当たり１５分～２０分程度）（口頭試問を
含む）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　口頭試問では、物理について問います。

・個人面接（１人当たり１０分～１５分程度）（口頭試問を
含む）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　口頭試問では、数学及び物理について問います。

総合型選抜 : 昨年度（令和４年度）募集要項との主な変更点
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工学部
 選抜方法等【第２次選考】



頁 事項 令和５年度（2023年度） 昨年度：令和４年度（2022年度）

17

工学部
 選抜方法等【第２次選考】

情報通信工学
・筆記試験（６０分）
　数学を課し、数学Ⅰ及び数学Ⅱを出題範囲とします。
・個人面接（１人当たり２０分～３０分程度）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　活動報告書について５分程度のプレゼンテーションを含み
ます（注）。

・個人面接（１人当たり２０分～３０分程度）（口頭試問を
含む）
　複数の教員で受験者１人ずつ面接を行います。
　活動報告書について５分程度のプレゼンテーションを含み
ます（注）。
　口頭試問では、数学及び英語について問います。

23

全学部
 新型コロナウイルス感染症へ
の対応及び留意点

（５）試験当日における対応
　試験当日に発熱や咳等の症状がある受験生は、すみやかに
監督者等の本学関係者に申し出てください。該当者には本学
が準備した抗原検査キットを使用し、抗原検査を行います。
検査の結果が陽性であった場合、受験することはできませ
ん。検査の結果が陰性であった場合でも、別室受験となる可
能性がありますので、ご承知おきください。

　発熱・咳等の症状があり、試験当日の検温で37.5度以上の
熱がある受験生は受験することができません。また、37.5度
までの熱はないが、発熱や咳等の症状のある受験生は、その
旨を試験監督者等に申し出てください。


